
冬春トマト栽培の灰色かび病防除における
結露制御装置の活用

（岐阜県農業技術センター 病理昆虫部）

トマト灰色かび病は、天候不順などにより高湿度条件が続くと発病が急激に増加
して収穫量に大きな影響を及ぼしますが、発病後の薬剤散布では十分な防除効果が
得られません。また、県内産地では、複数の薬剤で本菌の感受性低下が確認されて
おり、薬剤防除をさらに困難にしています。
そこで、本病を効果的に防除するため、結露センサーによる暖房機制御と薬剤散

布との併用効果について検討しました。

（研究成果）
・本装置を活用することで、施設内の多湿環境を改善し、灰色かび病の感染リスク、
発病圧を低下させることができます。

・耐性菌発達リスクを低減した薬剤による防除体系と併用することで安定して高い
防除効果が得られるため、持続可能な防除が実現できます。

結露制御により多湿環境を改善
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結露制御と薬剤散布の併用は効果が高い
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